
去
る
七
月
一
日
執
行
さ
れ
た
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
結
果
は
次
の
迪

り
で
す
。

0
有
櫂
者
数
男

一

、

七

六

0
人

女

一

、

八

七

五

人

計
三
、
六
一
1

一
五
人

0
投
票
者
数
男

一

、

三

四

四

人

参
議
院
議
員

酒
常
選
挙
結
果

参
議
院
議
員
選
挙
は
、
折
柄
の
農

緊
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
早
朝
よ
り
出

足
よ
く
(
+
時
三
十
分
）
五

0
。一

0
（
一
時
三
十
分
）
六

0
魯

0
六
％

（
三
時
）
心
配
し
て
い
た
七

0
％
を

上
回
り
、
最
終
的
に
は
、
七
四

'o

六
％
に
達
し
た
。

参
院
選
は
他
の
選
挙
に
比
べ
低
調

で
あ
っ
て
、
色
々
の
批
判
が
な
さ
れ

て
来
た
が
、
選
挙
に
対
す
る
有
櫂
者

の
自
覚
も
高
ま
り
を
見
せ
、
こ
の
結

果
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

一
方
、
選
挙
の
公
朋
化
に
つ
い
て
は

未
だ
し
の
感
深
く
、
お
互
い
有
櫂
者

の
一
段
の
反
省
が
望
ま
れ
て
お
る
。

ー
投
票
率
七
四
鬱

0
六
％
、
前
回

を
五
。
七
一
％
上
回
る

i

投
票
区
別
に
み
た

有
権
者
数
並
投
票
率

女

一

、

三

四

八

人

計
二
、
＂
六
九
二
人

0
棄
櫂
者
数

'
・
男女t
 

音

0
投
票
率男女t

 

呑
＂

〇
オ
ー
投
票
区
投
票
所

0

有
描
者
数
男

四

七

一

人

女

五

二

八

人

計

九

九

九

人

0

投

票

率

、

男

七

九

，

六

二

％

女

七

一

？

九

七

％

計

七

五

鍮

五

八

％

0
オ
ニ
投
票
区
投
票
所
（
岩
谷
）

0

有
枢
者
数
男

二

二

六

人

女

ニ

ニ

七

人

計

四

五

三

人

0

投
票
率

（
中
央
）

七
六
二
二
六
％

七
一
慶
八
九
％

七
四
鴫

0
六
％

四
一
六
人

五
二
七
人

九
四
三
人

:.;••• ••:.:··· • ・ •ロ・．．．,.:···•·:.,.....,.,
..4•9.....mぷ：•·•~:::.,,,.:::.:•ぶ：：．

参

議

院

議

員

選

挙

終

る
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男

六

六

”

八

一

％

女

六

一

。

六

七

％

計

六

四

。

二

四

％

0
オ
三
投
票
区
投
票
所
（
宇
和
川
）

0

有
櫂
者
故

，

男

三

四

九

人

女

三

七

0
人

計

七

一

九

人

0

投
票
率男

六

六

會

四

八

％

女
六
一
、
曇
六
二
％

計
六
―
―
―
9

九
八
％

〇
オ
四
投
票
区
投
票
所
（
大
谷
）

0

有
権
者
数
男

三

二

九

人

女

三

二

八

人

計

六

五

七

人

0

投
票
率男

八

一

。

七

六

％

女

七

九

こ

一

七

％

計

八

0
曇
五
二
％

0
オ
五
投
票
区
投
票
所
（
中
津
）

0

有
櫂
者
数
男

七

三

人

女

七

二

人

計

一

四

五

人

0

投
票
率男

八

i
1

二

九

％

女

八

〇

。

五

六

％

計

八

ー

ニ

ニ

八

％

0
オ
六
投
票
区
投
票
所
（
予
子
林
）

0

有
櫂
者
数
男

二

0
一
人

女

二

四

九

人

計

四

五

0
人

0

投
票
率男
八
一
＂
五
九
％

女

八

三

R

九

四

％

計

八

一

7
八
九
％

0
オ
七
投
票
区
投
票
所
（
中
居
谷
）

0

有
潅
者
数
男

―

―

一

人

女

一

0
一
人

～
が
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
｀
そ
こ
一

こ
こ
に
集
団
発
生
を
み
て
小
児
マ
ヒ

の
多
発
と
共
に
重
大
な
社
会
間
題
と

な
〉
二
て
い
ま
す
。
昨
年
よ
り
生
ワ
ク

チ
ン
の
投
与
や
ソ
ー
ク
ワ
ク
チ
ソ
の

予
防
接
橿
を
致
し
て
お
り
ま
す
小
児

長
い
梅
雨
も
上
り
マ
ヒ
も
赤
剤
と
同
様
径
口
伝
染
病
と

き
つ
い
日
ざ
し
が
続
旨
わ
れ
-iJ

い
ま
す
。
又
ゴ
キ
ブ
リ
（

き
は
じ
め
ま
し
た
。
一
ア
プ
ラ
虫
）
等
が
媒
介
す
る
と
言
わ

・
ご
梅
雨
で
し
め

P

ぽ
く
れ
て
い
ま
す
。

：
な
っ
た
室
内
に
風
を
＇
消
化
器
伝
染
病
を
予
防
す
る
に
は

、
と
お
し
、
食
器
棚
｀
―
一
、
日
頃
か
ら
手
洗
い
を
励
行
す

）

押

入

等

の

掃

除

を

し

る

て
ア
プ
ラ
虫
等
を
退
二
、
飲
食
物
の
調
賂
は
出
来
る
だ
―

）
 

治

い

た

し

ま

し

ょ

う

け

消

潔

に

す

る

―

l

今
年
も
あ
の
恐
し
い
[
-
―
-
、
水
の
汚
染
を
防
止
す
る
一

）
伝
染
病
日
本
脳
炎
流
四
、
ネ
ズ
ミ
や
昆
虫
を
退
治
す
る

行

の

季

郎

が

や

っ

て

共

体

に

抵

抗

力

を

つ

け

る

＿

）
 

ま
い
り
ま
し
た
。
本
こ
れ
ら
の
注
意
を
日
頃
か
ら
守
る

）
病
は
か
か
っ
た
ら
半
こ
と
が
必
要
で
す
が
な
か
で
も
「
手

数
は
妬
亡
す
る
か
、
生
命
を
と
り
止
洗
い
の
励
行
」
は
私
達
に
で
き
る
簡

め
て
も
後
遺
症
を
残
し
ま
す
か
ら
小
単
で
し
か
も
最
も
効
果
的
な
予
防
法

児
マ
ヒ
以
上
こ
わ
い
病
気
と
い
9

て
で
す
。
次
の
場
合
は
必
ず
手
を
洗
い

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
又
此
の
ま
し
ょ
う
。

病
気
自
体
に
特
効
薬
は
ま
だ
発
見
さ
＿
ー
、
用
便
後

れ
て
お
り
ま
せ
ん
0

で

日

本

脳

炎

に

食

皐

前

か

か

ら

な

い

様

予

防

せ

ね

ば

な

り

ま

禽

事

の

調

理

に

か

か

る

前

や

せ
ん
5

町

で

は

毎

年

希

望

者

を

ま

と

禽

物

を

取

扱

う

湯

合

特
に
患
者
の
汚
物
の
つ
い
た

め
予
防
接
植
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が

此
の
予
防
を
受
け
た
者
は
不
幸
に
し
下
着
を
洗
~
し
た
後

て

日

本

脳

炎

に

か

か

っ

て

も

軽

症

で

学

校

、

つ

と

め

先

、

田

畑

の

す

む

わ

け

で

す

。

こ

れ

か

ら

次

オ

に

仕

事

な

ど

外

か

ら

帰

っ

た

時

き

つ

い

日

が

て

り

ま

す

頭

に

は

帽

子

特

に

学

検

ゃ

寮

等

の

隼

森

は

g

タ

オ

ル

等

を

か

ぶ

り

直

射

日

光

を

受

食

、

食

堂

の

調

理

担

当

者

は

け

な

い

よ

う

注

意

し

て

下

さ

い

。

手

洗

を

完

全

に

し

、

下

痢

を

此

の

日

本

脳

炎

は

蚊

が

媒

介

し

ま

し

た

場

合

は

絶

対

に

調

埋

を

―

す

の

で

蚊

の

発

生

源

を

な

く

さ

ね

ば

し

な

い

よ

う

に

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

消

毒

と

同

時

に

下

水

な

り

ま

せ

ん

。

，

’

ミ
ロ
〗
且
旦
い
口
3る
/
/
/
`／
 

病
気
で
す
が
特
に
夏
に
多
発
さ
れ
て
心
”
~
)

い

ま

す

。

中

で

も

赤

痢

は

そ

の

代

表

紛

‘

|

｝

ー

:） 

ー

的
な
も
の
で
季
節
を
と
わ
ず
患
者
数

／
 

夏の伝染病予防について

去

1m

0

投
票
率男女計

八
＝
て
七
八
％

七
二
｀
二
八
％

七
八
こ
―

-
0
%

二
―
二
人

共 四、

一

訂

国
民
年
金
だ
よ
り

0
「
保
険
料
免
除
に
つ
い
て
」

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
希
望

〇

疇

さ
れ
る
方
は
申
請
書
を
今
す
ぐ
出
し

て
下
さ
い
。
（
七
月
中
に
）

前
年
度
中
に
は
株
険
料
を
納
付
も

し
な
い
。
又
、
免
除
も
受
け
な
い
人

達
が
相
当
あ
り
、
当
然
も
ら
う
年
金

を
も
ら
う
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う

残
念
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
事
の
な
い
よ
う
に
今
の
内
に

納
付
す
る
か
免
除
を
受
け
る
か
い
ず

れ
か
に
は
っ
き
り
し
て
下
さ
い
。
（

納
付
済
者
は
関
係
な
し
）

0
『
未
納
金
払
込
み
に
つ
い
て
」

昭
和
三
十
六
年
屁
の
年
金
未
納
金

は
印
紙
で
は
納
付
出
来
ま
せ
ん
。
納

付
書
に
よ
っ
て
現
金
払
込
み
で
す
。

こ
の
手
続
き
は
役
楊
で
い
た
し
ま
す

か
ら
未
納
金
の
あ
る
方
は
早
急
に
御

送
金
下
さ
い
。

o
r老
令
年
金
に
つ
い
て
」

福
祉
年
金
受
給
枷
者
で
所
得
状
況

届
を
出
し
て
お
ら
れ
な
い
方
は
今
す

ぐ
に
出
し
て
下
さ
い
。
こ
の
届
を
出

さ
な
い
と
九
月
か
ら
の
年
金
が
も
ら

え
ま
せ
ん
。
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人
忙
逮
惑
を
か
け
る

(1 0尺）

2, 1 m 

(7 尺〉

2 m 

(6, 6尺）

1 Ill 

(5 令 5)丈）

- -ー・ 一—o o o o o l思るのいを
鳳鳳ゴあ人雨防こいい薔ろか
ミるの路犯のを吐良いえ

標へ箱い建樹灯よさ会なるり
織持をは物ををくせを人のみ
を出ひポ等折こなてこ達形な
こしっスヘるわいいわにでい
わてくク落゜す例まし迷行ょ
す交り 1箇 °とす侮惑なく
°油返等き し゜日をわな
をしをを て 不かれい
妨たはす 1 愉け‘こ
げりるる 快‘地と
る令〇゜ な朋域が
心『

ー・一←ー・ ・ ． —-一

な 0 0 0 0 0 0 0 0 

とどるいた姐正列押犬恐大酒
こが゜やり路当卓売のをきに
ろあ が‘上な‘り放かなよ
がり らつで理パ しけ音っ
‘ま せき人由ス 詞：：：ヽ をて
こす をま廿りなへ い゜出人
の° しとにく石 しに
よ てう立刃を てか
う 仕゜ち物投 隣ら
な 事ふをげ 近む
行 をさ持る 所゜
な 妨が歩° iこ

い げつくし、 迷
、 L-• 一ー→一

初 と いら披 迷さえ角いでなて被純と
め罪い人てと轡し惑れたつのそがや轡｀なか
かにわ闊ょいがかをる明けがのらりが場;'
ら閲れはいう少しこな木た実ま応た少合酒
いわて生もこな‘うどが防情ま‘いながに
きれおれのといさむ地折犯でにまとい多酔
なたりなででかさっ域ら灯すしあ不こくつ
り人まがはそらいてのれが゜てま 'I前と‘て
獄のすらあの‘なお）、‘こそいあ快か又な
いは° Vこりま公こり々公わのるとなら況ど
犯と 菩ままのとまが園さた場い思た被励
雌ん でせに物だす大がれめ合ういし冑概
をど あんしだか゜き荒＇、 Uこがこをな者が
犯が る゜てから なら植折多としめも単

ヽ

3, 0上 1 5 Q oo 1 4, 0 0 

山
田，じ 考

足場1m当り 45円～70円

ざつパルプ 1オ当り 末口 20上 8円

松箱板材2,10m(7尺） 40上 29円

よ
く
な
い
行
な
い
を
追
放
し
よ
う

I
i
j
I
I・

本表は肱川町内で自励車に積込み出来る土場での値段で，中

暉です。末口は寸で書いてあり克す。

本
月
の
出
来
ご
と

る
た
め
、
き
ま
り
（
法
律
な
ど
）
が

あ
っ
て
、
そ
の
1

つ
が
守
ら
れ
な
く

一
て
も
平
和
ほ
乱
さ
れ
ま
す
。
毎
日
が

平
和
で
楽
し
く
あ
り
ま
す
よ
う
に
皆

ん
な
で
人
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
く
な

い
行
い
を
町
か
ら
村
か
ら
追
放
し
ま

し
ょ
う
。

ー
大
洲
箸
察
暑

1

0
六

月

二
大
駄
馬
遊
園
地
展
湿
台
落
成

式選
挙
啓
発
宣
伝
カ
ー
巡
回

定
例
町
常
会
開
催

股
業
委
員
会
開
催

経
済
団
体
長
会
開
催

日
本
脳
炎
予
防
注
射
を
行
う

（
役
湯
に
て
）

い
な
惑
い
こ
と
を
数
璽
ね
て
行
く
う

ち
に
社
会
の
き
ま
り
は
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
ま
ひ
し

て
｀
悪
い
事
を
悪
い
と
思
わ
な
く
な

っ
た
結
果
に
よ
る
も
の
を
思
わ
れ
ま

,
．

o
 

す
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
人
に
迷

惑
を
か
け
る
よ
く
な
い
行
な
い
の
な

か
に
は
、
凶
感
な
犯
罪
を
犯
す
索
因

を
含
ん
で
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が

そ
の
ほ
か
の
も
の
も
大
半
が
や
が
て

大
き
な
犯
罪
に
つ
な
が
っ
て
行
く
も

の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
追
放
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
意
義
が
あ
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
夏
も
た
け
な
わ
と
な
っ

て
、
海
水
浴
場
や
納
涼
地
、
夏
祭
り

や
緑

aな
ど
人
が
沢
山
集
ま
る
椒
会

が
多
く
な
り
、
又
、
夜
遅
く
ま
で
出

歩
く
関
係
も
あ
っ
て
人
に
迷
惑
を
か

け
る
よ
く
な
い
行
な
い
が
ぐ
ん
ぐ
ん

ふ
え
て
来
ま
す
。
そ
の
た
め
警
祭
で

ほ
七
月
一
日
か
ら
八
月
末
日
ま
で
の

ニ
カ
月
閻
「
人
に
迷
惑
を
か
け
る
よ

く
な
い
行
な
い
を
追
放
す
る
運
動
．
j

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

セ
そ
こ
で
皆
さ
ん
に
お
顧
い
し
た

い
こ
と
は
'
‘

0

自
分
は
迷
惑
を
か
け
た
ら
ど
ん
な
．

気
持
が
す
る
だ
ろ
か
か
と
被
害
考
二
冗

の
立
湯
に
た
っ
て
よ
く
な
い
行
な
一

い
は
決
し
て
し
な
い
。
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七

月

0

子
供
に
は
皆
ん
な
で
よ
く
注
・
意
し
一
参
議
院
議
員
選
挙
執
行

て
、
よ
く
な
い
行
な
い
は
さ
せ
な
四
農
莱
委
員
会
研
修
旅
行
へ

公
民
館
主
半
会
開
催

い
よ
う
に
す
る
。
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を

受

け

た

方
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見

た

方

は

す

教

育

委

員

会

開

催

ぐ
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察

へ

連
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を

す

る
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狡

長

会

開

催

＇艇
業
委
員
会
研
修
旅
行
一
行

1
、

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

I

帰
町

の
ほ
、

社
会
道
徳
を
形
づ
く
る
も

あ
な
た
も
、
私
も
お
互
い
の
薔
な
る
．
町
青
年
団
代
職
員
会
開
く

心
、
朋
る
い
心
が
か
た
ま
る
こ
と
で
九
肱
川
町
贅
鶏
組
合
役
員
会
開
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、一五＿七

て
遠
く
で
雷
が
鳴
り
だ
す
と
す
ぐ
子

．．
 
供
に
＾
ラ
が
け
を
さ
せ
た
り
す
る
習

1
あ
る
本
よ
り

1

慣
を
作
(
-
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
雷
は
ヘ
ソ
を
と
る
と
い
っ

く
な
い
か
ら
で
す
。

ま
で
い
る
の
は
か
ら
だ
の
た
め
に
よ

い
空
気
を
お
る
し
て
く
る
た
め
に
急

の
し
ず
く
が
禍
い
と
こ
る
に
あ
る
冷

と
こ
ろ
が
雷
雨
が
お
こ
る
と
そ
の
雨

か
ら
む
し
む
し
と
暑
い
も
の
で
す
。

う
夏
に
お
こ
る
現
象
で
、
午
後
に
な

っ
て
雷
雨
が
お
こ
る
よ
う
な
日
は
朝

に
涼
し
く
な
り
ま
す
の
で
喩
裸
の
ま

し
め
た
も
の
で
し
ょ
う
。
雷
は
ふ
つ

こ
れ
は
、
裸
で
い
る
こ
と
を
い
ま

雪
と
お

， 
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